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地域防災訓練

品野連合自治会



大切な人を守る

隣・近所の助け合い



一時集合場所

• 応急救護訓練

• 安否確認（安否札など）

• ハザードマップの確認

• 参加者数の集計

要支援者

種別 ① ② ③

１ 男・女 年生 （ ） 年生

２ 男・女 年生 （ ） 年生

３ 男・女 年生 （ ） 年生

４ 男・女 年生 （ ） 年生

５ 男・女 年生 （ ） 年生

６ 男・女 年生 （ ） 年生

７ 男・女 年生 （ ） 年生

※1 家の代表者は主に家計を維持している人をカタカナで記入してください。

家の代表者以外の人の名前は無記名でお願いします。

※2 災害が発生したときに一人で行動できない人がいましたら、上の欄の

①・②・③を選んで〇を付けて下さい。

　①　一人で避難（判断・行動）できない人・・・・乳幼児・未就学児を含む

　②　常に特別な医療が必要な人

　③　日本語がわからない人

※3 緊急連絡先または必要なことがあれば記入して下さい。

①　　②　　③

①　　②　　③

①　　②　　③

代表含む申請者数 　携帯ＴＥＬ

①　　②　　③

①　　②　　③

①　　②　　③

①　　②　　③

家の代表者 住所・電話番号

氏名　　　　　　　　　　　　　男・女 上品野町　　　　　番地　　　（号）

年生　（　　　　　年生） 　固定ＴＥＬ

個人情報の漏洩・濫用に十分な注意をしてください。

金地　組　　第　　　　班 年　　　月現在

る人」の安否を確認するために役立てます。目的以外の使用は禁止します。

　　　　　　災害時の

　　　　　　安否確認帳（この用紙は皆様の記入用）

　この「安否確認調帳」は、大きな災害が発生したとき、家ごとに「今住んでい

自治会長に報告



新道組の災害時の対応     

自然現象等により、住民及び建築物に著しい危害が及んだ時又は予想される時 

避難準備・高齢者等避難開始  いつでも避難ができるように準備 

                     高齢者、乳幼児、障害者等は避難開始 

避難勧告               安全な場所・避難場所へ避難開始 

避難指示(緊急)           直ちに避難開始 

外出が危険な時は室内の安全な場所へ 

災害時のリーダーと安否の確認体制     

リーダー・・・ 組長  サブリーダー・・・各班長 

安否の確認は各班長がが行い、災害状況を組長に連絡する。 

リーダーは、状況に応じて適切な指示をする。また、救助が必要な時は消防 

(119)に通報し自治会長に連絡する。 

避難  危険を感じたら自主避難 

地震 (建物倒壊・大火災・土砂災害の恐れ) 

・ 一時集合場所・・・太田宅西の駐車場 

・ 緊急避難場所・・・品野台小学校  

・ 火元(ブレーカーの遮断・ガスの元栓を閉める)の確認をする 

・ 揺れが収まって危険と感じたら一時集合場所へ 

・  一時集合場所が危険な時は、緊急避難場所へ二人以上で避難 

風水害 (各種気象情報・浸水・土砂災害の恐れ) 

・ 緊急避難場所・・・品野台地域交流センター 

・ 気象情報に注意し早めに非難 

・ 自主判断で避難する時は、リーダーに連絡 

・ 日頃から自宅近辺の危険な場所を確認し避難経路を決めておく 

・ 屋外への避難が危険な時は、屋内の安全な場所へ 

(自宅の二階以上・がけ、川などからなるべく離れた場所) 

 品野台地域における市指定の避難場所(校庭、広場)及び避難所(建物) 

交流センター「ぬくも里」 (41-2253)     品野台小学校(41-0041) 

品野中学校(41-0019)             上半田川町民会館(41-2291)   

※ 避難所開設状況(要請を含む)の問い合わせ  瀬戸市役所 (82-7111) 

避難関連の災害情報はテレビ・ラジオサンキュー・市 HP・安全安心メールで確認 



避難所開設
掛川小学校

品野台小学校
品野台交流センター



避難所配置図



今後の課題

＊危機意識をもとう
自分を守る。家族を守る。

＊すすむ高齢化
一人世帯の増加と老老避難

災害に備えて

地域防災訓練は検証の場である



防災行政無線



防災行政無線

設置場所

・品野台交流センター

・６町民会館
（白岩・片草・上半田川・下半田川・定光寺・三国高原）

・品野台小学校・掛川小学校・品野中学校







品野連区内の現状

防災行政無線の成果

・自治会が点在し離れている（7自治会）
・山間部で携帯電話・防災ラジオが入らないところがある
・土砂災害警戒区域が多く存在している
・道路の分断により孤立集落の危険性がある

＊災害時の通信手段が確保できる
・災害時には携帯電話が通じない
・孤立した場合、外部と連絡の取れる安心感

＊災害の規模、状況が共有できる
・町民会館グループでの情報共有
・安全な避難場所、避難ルート確保



瀬戸市個別避難計画

上品野町モデル地区

災害対策基本法により
個別避難計画の作成が努力義務



土砂災害特別警戒区域があり
危険度の高い地域



要支援者

種別 ① ② ③

１ 男・女 年生 （ ） 年生

２ 男・女 年生 （ ） 年生

３ 男・女 年生 （ ） 年生

４ 男・女 年生 （ ） 年生

５ 男・女 年生 （ ） 年生

６ 男・女 年生 （ ） 年生

７ 男・女 年生 （ ） 年生

※1 家の代表者は主に家計を維持している人をカタカナで記入してください。

家の代表者以外の人の名前は無記名でお願いします。

※2 災害が発生したときに一人で行動できない人がいましたら、上の欄の

①・②・③を選んで〇を付けて下さい。

　①　一人で避難（判断・行動）できない人・・・・乳幼児・未就学児を含む

　②　常に特別な医療が必要な人

　③　日本語がわからない人

※3 緊急連絡先または必要なことがあれば記入して下さい。

①　　②　　③

①　　②　　③

①　　②　　③

代表含む申請者数 　携帯ＴＥＬ

①　　②　　③

①　　②　　③

①　　②　　③

①　　②　　③

家の代表者 住所・電話番号

氏名　　　　　　　　　　　　　男・女 上品野町　　　　　番地　　　（号）

年生　（　　　　　年生） 　固定ＴＥＬ

個人情報の漏洩・濫用に十分な注意をしてください。

金地　組　　第　　　　班 年　　　月現在

る人」の安否を確認するために役立てます。目的以外の使用は禁止します。

　　　　　　災害時の

　　　　　　安否確認帳（この用紙は皆様の記入用）

　この「安否確認調帳」は、大きな災害が発生したとき、家ごとに「今住んでい

地域防災計画を策定

安否確認帳をつくり

現在更新中



上品野地区連絡会

構成メンバー
品野連合自治会・上品野自治会・防災リーダー・民生委員（19名）

計画作成対象者 108名
個別避難計画提出者 77名（未提出31名）
避難サポーター依頼申し込み 29名

要支援対象者
避難行動要支援者名簿に登録
近隣に避難サポーターの確認





課題・問題点

＊避難行動要支援者の定義を整理する必要
対象者が多く避難サポーター不足している
優先すべき対象者から取り組む

＊個別避難計画の独自作成マニュアルが必要
自治会によつて背景や状況が異なる

＊避難サポーターの役割の明確化
避難サポーターに係る保険など

＊安否確認帳との整合性



ご清聴ありがとうございました

地域防災訓練について

防災行政無線について

個別避難計画について


